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:  は  じ め  :こ

昭和62年 5月 6日 未明,県内各地で降霜があり開花直前

から満開期の果樹で被害が多発した。降霜当日の最低気温

は大館市の-21℃が最も低く,沿岸部を除きはとんどの

地域が氷点下を記録し-05～ -15の 範囲が多かった。

特に被害の激しかった地域は,気温が-1～ -2℃であっ

ても氷点下に遭遇した時間の長い内陸北部に集中して見ら

れ,花器に褐変障害が発生し,結実不良や減収,品質低下

を招いた。

ここではナシについての花器の被害実態と結実状況を把

握するとともに,降霜により花器が被害を受けた場合の救

済措置として,霜害花に対する徹底授粉及びGA剤処理の

効果について検討したので報告する。

2試 験 方 法

に)花器の被害及び結実調査
5月 6日  大館市中山,ニツ丼町種, 5月 7日 山本町

森岳の被害園より,ナ シの各品種から任意に約30花そうず

つ採取し,花器を切断して花柱及び胚珠の被害状況を調査

した。結実調査は 6月 11日 に花器被害を調査した園地で ,

品種ごとに各方向から側枝を 3～ 4本選んで結実状況を調

査した。

12)徹底授粉及びGA剤の処理効果

試験場所 :ニ ツ丼町種の被害園で幸水成木樹を供試。

1)授粉試験の処理区と処理方法

①徹底授粉区 …被害樹の中で健全と思われるす
べての

花に念入りに確実に授粉した。

②慣行授粉区… 徹底授粉に対し授粉程度を慣行的に

(3～ 5花そうに 1花くらい )授粉

した。

供試樹は互いに隣接し,樹齢,樹冠の拡がりの類似した

被害樹を,ヽ 1,2,3と も対応するように選んだ。 5月

11日 に長十郎,二十世紀,新興の混合花粉を用いて柔らか

い絵筆で授粉処理をした。 6月 11日に結実調査を行い,9

月25日 に供試樹のうちNQ 2樹の全果実を収穫し,果重や種

子数,果実品質を調査した。なお,摘果やその他の作業は

園主に任せた。

5月 14目各区30花そうずつ処理した。 6月 H日 に結実調

2)CA剤 の処理区と処理方法
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査を行った後,各区とも結実数の1/2に GAペーストの果梗

処理を行い肥大効果を見た。 6月 11日 摘果を行い摘果した

果実の果重や果心部障害を調査した。 9月 25日に成熟果を

収穫し果重や種子数等を調査した。

3試 験 結 果

に)花器の被害実態と結実調査 (表 1)

霜害を受けたナシの花器は,柱頭や花柱,胚珠が褐変す

る障害が見られ,0～ -21℃ の範囲でも最低気温が低く
かつ氷点下に遭遇する時間の長い地域 (内陸北部 )や場所

で被害が激しかった。品種別では各地域とも新水が特に弱

い傾向力現 られ,逆に大館市の新星は満開 1～ 2日後であっ

たが結実は良好で,幼果の種子数 も多く花器の耐凍性が強

いためか被害は見られなかった。また開花ステージについ

ては大館市のパートレットが開花 5～ 7日 前の状態で被害

が少なかったが,他は大差がなかった。各地域,品種とも

花序による違いは見られなかった。
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結実状況は,各地域で念入りな授粉作業が行われたため

予想以上に確保された。作柄は大館市 ,ニツ丼町で平年比

約30%,山本町で約20%減程度であった。減収は①果そう

当たりの着果数が少なかったことと,②健全花が貧弱なた

めか果実が小玉化したことによる。また品質的には変形果

や不揃いが目立った。

12)徹底授粉の効果 (表 2,表 3)

被害樹に対して徹底授粉を行った結果,果そう当たり着

果数に大差は見られないが, 1樹当たりの結実果そう数と

着果数が明らかに増加 し,慣行授粉区に比べて着果数は平

均34倍となった。収穫果実では慣行授粉区に比べて,収

穫果数で23倍 ,平均果重が34%増 ,収量で31倍増加 し,

徹底授粉の効果は明らかであった。この効果は徹底授粉に

より①摘果 (すなわち選果 )す るだけの着果数が確保され

たことと,② l果当たりの稔実種子数が増加したことによ

り,収量 ,品質を高めることができたものと考えられる。

表 2 徹底授粉の効果 (1)

表 3 徹底授粉の効果 (2)

0)GA剤の処理効果 (表 4,表 5)
霜害を強く受けた花 (1, 3区 )に対し,GA剤を散布
することで,結実確保を図ることは可能であったが,処理

によって結実した果実のほぼ100%が有てい果となり,全
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体的に果頂部が異常肥大し,果形が円すい型となり座りが

悪く,形状不良果が目立った。稔実種子数もゼロか極少で

果実肥大も′lヽ玉化した。GAペースト処理により果実肥大

の改善効果は認められたが,果実形状,肥大の面から実用

性に問題が残った。

4 ま

昭和62年 5月 6日 発生したナシ園での晩霜害について ,

特に開花期前後の花器の褐変障害に対し,当面の救済措置

として健全花の有する花への徹底授粉の効果は,試験的に

も,現地でも明らかであり,できるだけ多くの収量及び品

質を確保するためには,事後対策として有効かつ確実な方

法であると考えられる。なお花器へのGA剤処理は,結実

の確保には有効であったが,果実形状に問題が残り今後の

検討を要すると考えられる。

表4 GA剤 の結実効果
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